
「
椋
烏
通
信
」

'̂' 
の
視
覚
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I
l
l・
『
椋
鳥
通
信
』

に
お
け
る
人
名
の
頻
出
順
位
(
ト
ッ
プ
二
十
九
)
I
l
l
l

一
九

O
九
年
(
明
治
四
二
)
三
月
発
行
の
「
ス
バ
ル
」
第
一
年
第
三
号

以
降
、
一
九
二
二
年
(
大
正
二
)
一
二
月
発
行
の
「
ス
バ
ル
」
第
五
年
大

一
一
一
号
(
終
刊
号
)
ま
で
途
中
三
回
の
休
載
は
あ
っ
た
が
五
年
間
と
い
う

長
期
に
わ
た
っ
て
『
椋
鳥
通
信
』
を
五
五
回
も
連
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
筆
者
は
、
二

O
O六
年
四
月
編
著
『
鴎
外
女
性
論
集
』
(
不
二
出
版
)
を
著

し
、
日
露
戦
後
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
果
た
し
て
い
た
『
椋
鳥
通
信
』
の

重
要
性
に
着
目
し
、
当
時
の
文
学
作
品
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
て
き
た
。

「
読
売
新
聞
」
な
ど
当
時
の
新
聞
で
『
椋
鳥
通
信
』
が
連
載
当
初
か
ら
鴎
外

が
編
ん
だ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
反
響
を
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ
、

「
森
鴎
外
の
『
椋
鳥
通
信
』
『
さ
へ
づ
り
』
・
『
沈
黙
の
塔
』
へ
」
(
「

富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
」
五
四
号
、
ニ

O
一
一
・
こ
を
発
表
し
た
。

現
在
、
『
椋
鳥
通
信
』
の
全
六
八
九
一
項
目
の
分
析
に
着
手
し
、
す
で
に

ニ
O
O七
年
八
月
に
は
「
鶴
外
『
椋
鳥
通
信
』
か
ら
『
さ
へ
づ
り
』
へ
情

報
メ
デ
ィ
ア
と
創
作
|
」
(
『
日
本
比
較
文
学
会
東
京
支
部
研
究
報
告
』
)
で
、

A 
5区

子

幸

代

『
椋
鳥
通
信
』
の
女
性
に
関
す
る
記
事
が
、
同
時
期
の
女
性
投
稿
雑
誌
「
女

子
文
壇
」
の
中
で
「
西
洋
婦
人
新
聞
」
や
「
西
洋
の
婦
人
」
と
い
う
名
で
転

載
さ
れ
伝
播
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

『
椋
鳥
通
信
』
の
主
要
な
情
報
原
に
つ
い
て
は
、
前
々
号
三
号
の
調
査
研
究
一

に
よ
っ
て
そ
の
原
典
が
ベ
ル
リ
ナ

l
タ

1
ゲ
プ
ラ
ッ
ト
と
確
定
し
て
よ
い
こ
と

も
わ
か
っ
た
。
加
え
て
前
号
こ
で
は
、
特
に
発
禁
に
関
す
る
『
椋
鳥
通
信
』
の
記

事
を
紹
介
し
た
。
一
九
一

O
年
の
大
逆
事
件
に
端
を
発
す
る
政
府
の
言
論
弾
圧

に
抗
す
る
よ
う
に
『
椋
鳥
通
信
』
で
意
識
的
に
発
禁
問
題
、
と
り
わ
け
興
行
禁

止
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
た
。
本
稿
で
は
、
「
椋
鳥
通
信
」
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一
拙
稿
「
『
椋
鳥
通
信
』
へ
の
視
角

3
l
『
椋
鳥
通
信
』
の
原
典
ベ
ル
リ
ン
ナ
l
タ
l
ゲ
ブ
ラ

ツ
ト
に
つ
い
て
l
」
{
「
宮
大
比
較
文
学
」
一
-
一
集
二
O
一
0
・
一
二
)

-
一
拙
稿
「
『
椋
鳥
通
信
』
へ
の
視
角

4
1
『
椋
鳥
通
信
』
の
原
典
ベ
ル
リ
ン
ナ
l
タ
l
ゲ
プ
ラ

ッ
ト
と
指
禁
問
題
|
」
(
「
宮
大
比
較
文
学
」
三
集
二
O
一
一
-
一
一
一
)



の
人
名
に
注
目
し
、
頻
出
の
度
合
い
を
調
査
し
た
の
で
報
告
し
て
い
き
た
い
。

ト
ッ
プ
一

O
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
で
一
二

O
回
、
つ
い
で

グ
l
テ
が
一

O
九
回
、
ト
ル
ス
ト
イ
が

一
O
七
固
と
上
位
三
一
番
ま
で
が
、
高
頻

出
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
四
位
以
降
は
、
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
リ

l
七

七
回
、
ヴ
エ
デ
イ
キ
ン
ト
六
八
回
、
ダ
ヌ
ン
ツ
イ
オ
六
三
回
、
ワ

l
グ
ナ

l
六

三
回
、
シ
ラ
1
六
一
回
、
ビ
ヨ
ル
ン
ソ
ン
五
九
回
、
オ
イ
レ
ン
ベ
ル
ク
五
一
回

と
な
る
。
鶴
外
の
関
心
を
反
映
し
て
文
学
者
が
十
人
中
九
人
と
多
く
、
そ
れ
以

外
は
音
楽
家
の
ワ

1
グ
ナ
ー
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
以
後
も
同
様
だ
が
、
お
も

し
ろ
い
の
は
一
九
位
に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ル

l
ズ
ベ
ル
ト
が
四

O
回
も
登
場
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ル

l
ズ
ベ
ル
ト
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
く
に
ド
イ

ツ
を
訪
問
し
た
と
き
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
女
性
解
放
運
動
に

批
判
的
な
立
場
に
た
い
す
る
姉
検
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
椋
鳥
通
信
』

の
傾
向
を
人
物
か
ら
抽
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
当
時

の
西
欧
文
学
・
文
化
・
思
想
な
ど
の
動
向
が
つ
ぶ
さ
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
実
相

が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

1909 1910 1911 1912 1913 |総計

11 HauDtmann 7 16 22 31 44 120 
21Goe出e 11 25 28 23 22 109 
31ToIstoi 3 18 57 19 10 107 
4lStrindber" 1 13 8 47 8 77 

51Wedekind 2 15 16 20 15 68 
6lD'annunzio 3 19 19 10 12 63 

7lWa"ner 11 11 24 9 8 63 
81Schiller 5 9 14 24 g 61 

91Bioemson 2 44 4 7 2 59 
10lEuler、be問 10 17 10 13 51 

l11Kainz 3 29 12 4 49 

121Sudennann 3 12 10 12 自 46 
131Bahr 。 13 14 8 10 45 
141G。出i 4 14 6 13 自 45 

151Reinhardt 5 22 g 自 43 
161Hebbel 27 7 2 6 43 

171St問 uss 4 15 10 9 3 41 

18IIbsen 16 5 4 8 7 40 
191Rooseve仕 4 32 2 。 2 40 
20lFulda 2 10 11 15 39 
211Schoenherr 4 19 11 3 38 
22自由marck 8 9 8 11 1 37 
23 1 Uebem祖 nn 。 15 12 6 3 36 
241ShakeSDeare 4 自 10 5 11 36 
251Schmidt 3 自 11 5 7 35 
261Schnitzler 。 11 11 9 4 35 
271Kleist 。 9 6 15 5 35 
28 1 Maeterlin ck 3 10 B 11 2 34 
291Klin2er 14 9 8 2 34 
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椋
鳥
通
信
の
年
別
人
物
の
傾
向
を
表
に
し
て
み
た
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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